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前回の取材後、どのような変化がありましたか？
────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 2013年11月の取材以後、自然栽培による農業を障がい者と一緒に取り組むようになった。また、green mamanさんが
農業をする際にもお手伝いをすることになった。 
 
○ 障がい者との関わり「農福連携」 
 これまでパートさんに農作業をやってもらっていたが、株式会社ストレートアライブさんが運営する就労継続支援Ａ型
事業所「とものわ」さんに農作業を委託し、障がい者の方に農業をやってもらっている。当初は、農作業がしっかり行える
かどうか不安であったが、試行錯誤を繰り返すうちに、今では障がい者の方の農作業のペースが非常に速くなり、感心
している。その後、「無門福祉会」さんにも農作業を委託するようになり、現在では、ストテートアライブさんが１チーム、
無門福祉会さんが２チーム、１チーム当たりの人数は６，７名なので、合計約２０名の方が農作業を行っていて、みどり
の里にとっては障がい者は欠かせない重要な存在である。 
○ green mamanさんとの連携 
 green maman（豊田市在住の４人の母親が集まって作ったグループ。環境問題等に取り組み、朝市を毎月開催してい
る。）さんが行う自然栽培の農業（田んぼ等を４反）を指導している。自分で米を作ることにより、いかに米を作ることが大
変かを肌で感じてもらい、生産者の苦労を体験し、自然栽培の価値を理解してもらっている。 
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活動内容（「山村再生担い手づくり事例集」より） 

 
スーパーやまのぶの山中勲氏が社長から会長に就任する際に、安全安心な食品を自前で提供したいという思いから
、山中氏が退職金を投じて農業生産法人を立ち上げた。代表は山中氏で、社員は野中夫婦のほか2人おり、合計4人
いる。 

農薬、肥料を使わずに主に米、イチゴ等を栽培し、スーパーやまのぶ梅坪店の「ごんべいの里」（添加物・化学肥料・
農薬などをできるだけ少なく、または使用しない商品）で主に販売している。 

一般のほとんどの農家では収穫量の増加、農作業の効率化、市場への規格適合のため、農薬や肥料を使っている
が、みどりの里では無農薬、無肥料を通じ、作物の本来持っている生命力、おいしさを引き出し、人間の体に良い農
業を行っている。そのため、草取りや土壌管理などに苦労するが、毎年試行錯誤を重ね、自然栽培の確立に取り組
んでいる。 

前回の取材時の課題は解決に向かっていますか？ 現在の課題は何ですか？
─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 「農福連携」により、人手の問題が改善されると同時に、障がい者又は福祉事業所にとってもメリットが生じた。「農
福連携」は、農業、福祉の両方にメリットがある「win win」の関係である。 
 

・ 農業にとっては、人手がいない、人を雇えない、拡大することが難しい、なかなか休みが取れないなどの問題が
あったが、福祉との連携により、人手の問題が改善され、生産量も上がった。 

・ 福祉にとっては、障がい者の働く場があまりなく、社会との関わりも薄く、どちらかというと社会の片隅に追いやられ
いるような感じで、障がい者もスタッフもモチベーションが低かったが、農業との連携により、雇用が生じ、農産物を通
じ社会との関わりが生まれ、障がい者も生きがいを感じられるようになった。 
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山村再生担い手づくり事例集の活用に関するアイディアがありましたら教えてください
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

 山村再生に関するイベントを開催したときの団体紹介や、山村再生の協力者を探すときに活用できると思います。要
は、山村再生活動のツールとして事例集を活用してはどうでしょうか。 

・ 農福連携のポイントは、まず障がい者ができるところから、すなわち何ができるかを探しながら行うことが大切であ
る。また、作業の対価をお金でなく、現物（農産物）とすることで、お金だと作業をしてもこの程度しかもらえないのかと
感じることもあるが、農産物を渡すことで、それを親族や友人など関係者に渡したり、時には販売したりするなど自分で
活用でき、やりがいが出てくるようになった。 

・ そして、障がい者自身も農作業を行うことで、障がい者が服用している薬の量も減り、体調もよくなるなど、農業が
人体に良い影響を与えていることがわかった。 

⇒ 「農福連携」はこれに関わる全ての関係者に恩恵をもたらすので、これからもさらに続けていきたい。また、今後は
農福連携の障がい者だけでなく、green mamanさんのような主婦、子供などみんなで、自然栽培による農業を盛り上
げていきたい。 
 

 写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      障がい者によるサツマイモの苗植え付け          きゅうりの選別が上手な障がい者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          ｽﾄﾚｰﾄｱﾗｲﾌﾞさん、無門福祉会さん       green maman・障がい者と一緒に種もみ準備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   green maman・障がい者と一緒にイチゴの定植え   green mamanとハイ、チーズ。お疲れ様でした。 


